
 

 
 8:20-8:25 Opening remarks   
 
 宮本 敬 （岐阜市民病院） 

 

  

 8:25-8:55 金華山セミナー  
 
 座長： 海渡 貴司 （大阪大学） 

 

 LLIIFF のの合合併併症症ととそそのの克克服服  ――ナナビビゲゲーーシショョンンツツーールルをを用用いいたた解解決決策策――  

 荒瀧 慎也 (岡山労災病院) 

 

 共催：メドトロニックソファモアダネック株式会社 

 

 

 9:00-9:30 他科領域達人より学ぶ（1）  
 
 座長： 村上 英樹 （名古屋市立大学） 

 

 血血管管のの剥剥離離、、止止血血ににおおけけるるココツツとと落落ととしし穴穴  

 須田 久雄 （名古屋市立大学 心臓血管外科） 

 

 

 9:35-10:35 JALAS 特別セミナー  
 
 座長： 今釜 史郎 （名古屋大学） 

 

 頚頚椎椎前前方方手手術術ににおおけけるる最最近近ののトトピピッッククスス  ――神神経経障障害害性性疼疼痛痛をを含含めめてて――  

 山崎 正志 （筑波大学） 

  

 共催： 第一三共株式会社 

 

 

 10:45-11:45 プレランチタイムセミナー  
 
 座長： 野澤 聡 （岐阜大学） 
 

10:45-11:15 安安全全なな側側臥臥位位腰腰椎椎前前方方手手術術ののたためめにに周周知知ししてておおくく事事項項ののおおささららいい 

 野尻 英俊 （順天堂大学 脊椎脊髄センター） 
 

11:15-11:45 側側臥臥位位同同一一体体位位ににおおけけるる脊脊椎椎前前方方後後方方再再建建術術のの意意義義、、適適応応、、実実践践、、安安全全管管理理、、展展望望 

 大場 哲郎 （山梨大学） 

 

 共催： ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社（デピューシンセス事業部） 
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 11:55-12:10 ＪＡＬＡＳのこれまで・これから  
 
 座長： 新井 嘉容 （済生会川口総合病院） 

 

 日日本本脊脊椎椎前前方方側側方方進進入入手手術術学学会会((JJAALLAASS))のの設設立立経経緯緯//存存在在意意義義//今今後後のの展展望望  

 金子 慎二郎 （藤田医科大学 脊椎・脊髄科） 

 

 

 12:15-13:15 ランチタイムセミナー  
 
 座長： 大鳥 精司 （千葉大学） 

 

 CCAAOOSS とと前前側側方方手手術術をを用用いい高高齢齢者者・・骨骨粗粗鬆鬆症症患患者者へへのの継継続続可可能能なな脊脊椎椎治治療療をを目目指指ししてて  

 金村 徳相 （JA 愛知厚生連 江南厚生病院）  

 

 共催： 旭化成ファーマ株式会社 

 

 

 13:25-13:55 ＪＡＬＡＳで考える頚椎手術  
 
 座長： 大谷 和之 （九段坂病院） 

 

13:25-13:40 頚頚椎椎人人工工椎椎間間板板置置換換術術のの導導入入かからら現現状状 

 石井 賢 （国際医療福祉大学）  

 

13:40-13:55 頚頚椎椎前前方方かからら見見ええるる景景色色 

 三原 久範 （横浜南共済病院） 

 

 

 14:10-15:10 アフタヌーンセミナー  
 
 座長： 宮崎 正志（大分大学） 

 

14:10-14:40 骨骨粗粗鬆鬆症症性性椎椎体体骨骨折折にに対対すするる前前方方再再建建手手術術のの適適応応ととポポイインントト 

 寺井 秀富 （大阪市立大学） 

 

14:40-15:10 骨骨粗粗鬆鬆症症性性椎椎体体骨骨折折にに対対すするる llaatteerraall  aacccceessss  ccoorrppeeccttoommyy ににおおけけるる良良好好なな矯矯正正ののここつつ  

  ――よよりりよよいい矯矯正正ににはは前前方方 ffiirrsstt がが重重要要ででああるる――  

 石原 昌幸 （関西医科大学） 

 

 共催： ニューベイシブジャパン株式会社 

 

 

 15:20-15:50 長良川セミナー  
 
 座長： 國府田 正雄 （筑波大学） 

 

15:20-15:50 脊脊椎椎手手術術ににおおけけるる出出血血ココンントトロローールルのの工工夫夫  頚頚椎椎前前方方症症例例をを中中心心にに 
 吉井 俊貴 (東京医科歯科大学) 

 

 共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 （エチコン事業部） 
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 16:00-16:30 活着セミナー  
 
 座長： 高橋 敏行 （藤枝平成記念病院 脊椎脊髄疾患治療センター） 

 

 脳脳神神経経外外科科医医ととししててのの LLIIFF  微微小小解解剖剖のの理理解解とと安安全全なな LLIIFF アアププロローーチチ  

 上田 茂雄 （信愛会交野病院 信愛会脊椎脊髄センター） 

 

 共催： 昭和医科工業株式会社 

 

 

 16:40-17:20 他科領域達人より学ぶ（2）  
 
 座長： 湯川 泰紹 （名古屋共立病院脊椎・脊髄外科センター／和歌山県立医科大学） 

 

16:40-17:00 頚頚部部ににおおけけるる食食道道のの解解剖剖、、おおよよびび iiaattrrooggeenniicc なな食食道道損損傷傷ののリリススクク、、ササルルベベーージジ 

 田中 善宏 （岐阜大学 消化器外科・小児外科） 

 

17:00-17:20 安安全全なな頸頸部部手手術術をを目目指指ししてて――頭頭頸頸部部外外科科医医がが周周術術期期でで考考ええてていいるるこことと  

 小川 徹也 （愛知医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科） 

 

 

 17:25-17:40 JALAS 夕暮れセミナー  
 
 座長： 藤林 俊介 (京都大学) 

 

 終終板板穿穿孔孔にによよりり椎椎体体間間のの骨骨癒癒合合率率はは有有意意にに改改善善すするる  ――終終板板穿穿孔孔器器のの LLIIFF へへのの応応用用――  

 野澤 聡 （岐阜大学） 

 

 

 17:45-18:05 他科領域達人より学ぶ（3）  
 
 座長： 飯田 尚裕 （手稲渓仁会病院） 

 

 周周術術期期合合併併症症にに対対すするるササルルベベーージジ  IIVVRR でで出出来来るるこことと  

 川田 紘資 （岐阜大学 放射線科） 

 

 

 18:10-18:30 頚椎手術を究める  

 座長： 西村 由介（名古屋大学 脳神経外科） 

 

 頚頚椎椎高高位位のの脊脊椎椎脊脊髄髄腫腫瘍瘍にに対対すするる前前方方・・側側方方アアププロローーチチのの適適応応とと方方法法  

 高見 俊宏 （大阪医科薬科大学 脳神経外科） 

 

 

 18:40-18:55 閉会関連  
 

18:40-18:45 一般演題表彰（最優秀演題賞、優秀演題賞） 野澤 聡 （岐阜大学） 

 

18:45-18:50 次回 JALAS 紹介 高見 俊宏 （大阪医科薬科大学） 

 

18:50-18:55 Closing remarks 宮本 敬 （岐阜市民病院） 
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